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に存在するのみである。本稿は、スペイン語において最頻出の前置詞である de および、de 
と可換な用法を有する 6 前置詞 con, desde, en, para, por, sobre の計 7 つを分析対象として、
前置詞句の数・定性に関する Fernández Ramírez (1986) および Bosque (1996) の空間指示性
による分類的記述の妥当性を検証するものである。データの収集には、コーパス検索ツー
ル Sketch Engine において公開されている 100 億語規模の均衡ウェブコーパス esTenTen
[2011, Eu + Am] を使用し、算出された 7 前置詞に後続する普通名詞の単数形生起頻度と、
限定詞との共起頻度を 2 変数としたクラスタリングを実行した。その結果、これら 7 つ
の前置詞は {con, de, por} {desde, en, para, sobre} の 2 群に分類され、Fernández Ramírez







及ぶ限り存在しない。本稿は、de および de と意味の重なりを有する 6 つの前置詞 con, 
desde, en, para, por, sobre の計 7 つについて、後続する普通名詞の数・定性を変数とした階













表 1. スペイン語における名詞句の構成 

































1.2. 名詞の語彙素性  
名詞句の主要部を果たす普通名詞については、英語と同様に、その語彙素性による分類
が可能である。スペイン語における普通名詞の分類については、その素性の複合性から一
元的な分類が困難であることが Bosque (1999) や RAE and ASALE (2009) により述べられ
ているが、Bosque (1999) の詳細な分類によれば、普通名詞の語彙的特徴を記述する素性と
して、可算性 (非連続性)、数量化可能性、個別性、有形性の 4 つがあり、これらの素性を
典型的に備えた普通名詞として、以下のような語が挙げられている。 
 
表 2. スペイン語における普通名詞の語彙素性とその例 
可算/不可算 可算的 árbol (木) , mesa (机) 
不可算的  agua (水), vino (ワイン), plata (銀),  
数量化可能性 数量化可能 libros (本) 
数量化不可能 celos (嫉妬), ganas (欲求) 
個別/集合 個別的 casa (家), árbol (木) 
集合的 familia (家族), arboleada (木々) 
有形/無形 有形的 例示なし2  










寺崎 (1998: 54-57; 97-98) によれば、前置詞句は、前置詞を主要部、後続する名詞句を被




(1) Aquella reacción era ajena a su carácter.   
Aquel-la      reacción   era            ajen-a  a    su        carácter. 
   that.DEM-F.SG    reaction    COP.3SG.IND.IPFV   far -F.SG  from  3.POSS     character. 
    ‘that reaction was far from his character’ 
あの態度は彼の性格とは相容れないものだった。 
 
また、文の構成素としては、(2) 直接補語 (3) 間接補語 (4) 斜格補語3 (5) 付加語の機能を
果たす。以下の例 (2)-(5) が上記の各機能と対応している。 
 
(2) Trataron muy mal a sus clientes. 
   Trat-aron        muy   mal   a   su-s        cliente-s. 
   attend-3PL.IND.PST   very   badly   to   3PL.POSS-PL   client-PL 
   ‘they attended very badly to their clients’ 
  彼らは顧客に非常に悪い扱いをする。 
 
(3) Enseñé el camino a un extranjero.  
Enseñ-é       el          camino  a   un            extranjer-o. 
Tell-1SG.IND.PST  ART.DEF.M.SG  way      to   ART.INDEF.M.SG    foreigner-M.SG 
‘I told the way to a foreigner’ 
私は外国人に道を教えた。 
 
(4) No disponía de bastante dinero para comprarlo. 
No   dispon-ía         de   bastante   dinero  para  comprar=lo. 
NEG   dispose-1SG.IND.IPFV  of    enough    money   to    buy.INF= it.ACC.3SG.M 
‘I didn’t have enough money to buy it’ 
私はそれを買うのに十分なお金を持っていなかった。 
 
(5) Mi hermano y yo dormimos en la misma habitación. 
Mi       hermano  y   yo  dorm-imos      en  la          mism-a   habitación. 
1SG.POSS   brother     and  I    sleep-1PL.IND.PST  in   ART.DEF.F.SG   same-F.SG  room 

















日本語 英語 スペイン語 





が、スペイン語では (7) にあるように、定冠詞の付与が義務的である。 
 
(6) Lions are dangerous animals. 
 
(7) Los leones son animales peligrosos. 
Los          leon-es   son            animal-es   peligros-os. 
ART.DEF.M.PL   lion-PL   COP.3PL.IND.PRES   animal-PL   dangerous-M.PL 



















2.1. Fernández Ramírez (1986) 
 管見の及ぶ限りにおいて、前置詞句における冠詞の生起に関する最も詳細な記述を行っ
ているのが Fernández Ramírez (1986) である4 。Fernández Ramírez (1986: 166-169) は、明確
な空間指示機能を有する前置詞は無冠詞単数形を後続させにくいとし、tras, detrás de, junto a, 
encima, desde, debajo, hasta, sobre, dentro の 9 つの前置詞 (句) を挙げている。 
 
2.2. Bosque (1996) 
スペイン語の無冠詞名詞句に関する詳細な記述を行っている Bosque (1996: 53-55) は、無
冠詞名詞単数形が前置詞に後続する構造の容認度の低さに触れながら、実際に無冠詞名詞
単数形が項となって形成される前置詞句の特性に関する記述を行っている。その中で、前




 ここまで、本稿の分析に有用な 2 つの先行研究を挙げたが、これらの論考が、en をうま
く分類しえない記述となっている点を問題として指摘したい。Fernández Ramírez (1986) は、
明確な空間指示性の有無により前置詞の分類を試みていたが、この性質が確固とした指標
であるとは言いがたい。また、Bosque (1996) の挙げる 4 つの前置詞 con, de, en, por にお













義にしたがうことにする。寺崎 (1998: 75) によれば、スペイン語の限定詞には、冠詞、指
示形容詞、所有形容詞、関係形容詞、疑問形容詞、数詞、不定形容詞の 7 つが該当するが、
本稿では、4.1. で後述する理由から、関係形容詞と数詞を除いた 5 つを限定詞とする。 
また、前章で挙げた先行研究では、意味の重なりが考慮されていない多数の前置詞が記
述されている。そこで本稿では、López (1972) の記述に依拠しながら、スペイン語において
最頻出の前置詞 de と、de に関連のある前置詞のみを分析対象とする。López (1972) は、
スペイン語における前置詞の意味の対立・中和について図式などを用いた詳細な分析を行
っており、その中で de との意味の中和を有し、可換な場合がある前置詞として、con, desde, 
4 Solís García (2011:111) 参照。 
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en, para, por, sobre の 6 つを挙げている。なお、de を含めたこれら 7つの前置詞は、英語
では、主に以下のような前置詞に該当する。 
 
表 3. 7前置詞の英語対照表 
con de desde en para por sobre 











そして 6 前置詞は、以下のような場合に de と置換可能である5と述べられている。 
 
表 4. deと置換可能な例 
日本語 英語 de を使う場合 可換な例 
雪に覆われた covered with snow cubierto de nieve cubierto por la nieve 
マドリードから来る come from Madrid viene de Madrid viene desde Madrid 
1つのティーセット a tea set un juego de té un juego para té 
赤く塗られている painted red pintado de rojo pintado en rojo 
人生について話す to talk about life hablar de la vida hablar sobre la vida 
グラス 1杯の水 a cup of water un vaso de agua un vaso con agua 
 
前述の Bosque (1996) が挙げる 4 前置詞 con, de, en, por は、これら 7 つの前置詞 con, 
de, desde, en, para, por, sobre に包含されている。Bosque (1996) の挙げていない 3 つの前置
詞のうち、desde, sobre は Fernández Ramírez (1986) が空間指示性を持つものとして挙げて
おり、記述のない para についても、その空間的意味に加えて、 pro/per + a、すなわち pro あ
るいは per に a が付随して形成されたものであるとする通時的見解6に留意すれば、後続
する被制語の名詞句に数・定性を求めやすい a7 と類似した分布を見せることが予想される。
したがって、López (1972) の挙げる 7 前置詞は、後続名詞句に数・定性を求めにくい con, 










5 表 4 は López (1972) の挙げる例を引用したものであるが、一部修正して掲載している。 
6 para の形成に関しては、pro + ad > pora > para とする見解 (RAE, 2014) と、per + ad > (par+ ad) 
pora > para (Coromines and Pascual, 1985) とする見解があるが、いずれの形も a の要素 (ad) を有
している。本稿では、para の形成に関する議論に関しては態度を保留し、a を含んだ前置詞で
あるという見解の一致のみを援用する。 




 本分析では、esTenTen [2011, Eu + Am] というコーパスを使用する。esTenTen [2011, Eu + 
Am] は、コーパス検索ツール Sketch Engine にて公開されているコーパスであり、2011年
に公開されていたスペイン語圏 19 か国のウェブページをもとに構築されたスペイン語均
衡ウェブコーパスである。総収録語数は約 95 億語となっており、筆者の管見の及ぶ限り、
約 450 億語を収録する通時コーパス Google Books に次ぐ、最大規模のスペイン語コーパ
スである。スペイン語には大別して、スペインで用いられるヨーロッパスペイン語と、中
南米で用いられるアメリカスペイン語があるが、このコーパスを分析に用いる理由は、ス
ペイン・中南米両地域のデータを豊富に含んでいる点と、CQL (Corpus Query Language) を
用いた柔軟な検索が可能である点による8。 
 




 コーパスからデータとして収集したいのは、限定詞・複数語尾を伴った名詞句が 7 前置
詞に後続する語列、すなわち con NP, de NP, desde NP, en NP, para NP, por NP, sobre NP である。
しかし、前述のとおり、スペイン語には後置修飾句・節が頻繁に生起するため、後続する





普通名詞 普通名詞単数形 限定詞9 ピリオド 
NC NC.S D Fp 
  
8 詳細は Kilgarriff et al. (2014) や Kilgarriff and Renau (2013) 参照。 


















  検索式 1 : [word=“前置詞”][tag=“NC.*”][tag=“Fp”]  
      抽出例: con discapacidad. (障害を抱えて), para niños. (子供のために) 
検索式 2 : [word=“前置詞”] [tag=“D.*”]?[tag=“NC.S*”][tag=“Fp”] 
    抽出例: desde el exterior. (外から), sobre la salud. (健康に関して) 
 
 検索式 1 は、普通名詞が限定詞を伴わず 7 前置詞に後続し、直後にピリオドが来る語
列を抽出する式であり、これをもとに高頻度上位 100 の普通名詞の総用例数に占める、単
数形用例数の相対頻度 α を導出した。また、検索式 2 は、普通名詞単数形が限定詞を任
意で伴って前置詞に後続したのちにピリオドが生起する語列を抽出する式であり、これに
より、高頻度上位 100 の普通名詞単数形の総用例数に占める、限定詞を伴わない用例数の
相対頻度 β を導出した。なお、普通名詞のタグ NC/ NC.S で抽出された語が以下に該当し
た場合は、ノイズとして除外した。 
 
A) 固有名詞: internet, iPhone など 
B) 代名詞: ti (前置詞格代名詞 2人称単数形) など 
C) 副詞: atrás (後ろへ), mañana (明日) など 
D) 月を表す名詞: enero (1 月), febrero (2月) など 
E) 規範的でない、あるいは正書法に即していない表現: tod@s (みんな), dia10 (日) など 
F) 複合名詞のため、形態上単複の区別がつかないもの: portaaviones (空母) など 
G) 名詞の語彙素性が数性を帯びているもの: tijeras (ハサミ), pantalones (ズボン) など 
H) 使用が特定の地域に集中している語: camote (サツマイモ), ómnibus (バス) など 
I) その他: URLなど 
 
以上の操作から導出された 2 変数 α, β と、α, β を標準化した Zα, Zβ は次のとおりである。 
 
表 5. α, β および Zα, Zβ の数値11一覧 
 α β Zα Zβ 
con 0.91 0.44 0.66 0.78 
de 0.78 0.55 0.11 1.27 
desde 0.77 0.06 0.03 -0.92 
en 0.97 0.22 0.98 -0.20 
para 0.28 0.02 -2.18 -1.09 
por 0.94 0.55 0.81 1.24 
sobre 0.67 0.02 -0.41 -1.08 
 
4.2. 数性・定性の無相関検定 
 本稿では、7 前置詞をケース、Zα, Zβ を変数としたケースクラスター分析を実施するわけ
であるが、その前に 2 変数 Zα, Zβ の母集団である、前置詞に後続する名詞句の数性と定性
10 tod@s は todos (全員) の男女両形を総称する非規範的な表現である。dia には、正書法上必
要なアクセントが付されていない。 
11 数値は小数点第 3 位を四捨五入して表記している。 
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における相関の有無を確認しておきたい。帰無仮説 H0 を「母相関係数は 0 である」、対立
仮説 H1 を「母相関係数は 0 ではない」として t 検定を行うと、2 変数 Zα, Zβ の相関係数 
r は 0.61 となり、検定統計量 T は 1.72 となる。これは自由度 5 の t 分布にしたがうの
で、検定量 T は有意水準 5 % の臨界値 2.57 を下回る。よって、帰無仮説 H0 は棄却され
ず、数・定性の相関は有意なものであるとは言えない。したがって、本分析では、これら
の標本である Zα, Zβ を独立した 2 変数であるとして、クラスタリングに使用する。 
 
4.3. クラスター分析 




ら {con, de, por} {desde, en, para, sobre} の 2 つのクラスターが形成された。 
 
 
表 6. 非類似度表 
 con de desde en para por sobre 
con        
de 0.73       
desde 1.82 2.19      
en 1.03 1.70 1.20     
para 3.41 3.29 2.21 3.28    
por 0.48 0.70 2.30 1.45 3.79   
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 図 3. デンドログラム 
 
4.4. 分析結果の考察 
クラスタリングの結果、7 前置詞は {con, de, por} {desde, en, para, sobre} の 2 群に分類
され、Bosque (1996) の挙げる 4 前置詞は同様の分布を見せず、2.3. にて挙げた事項が、検
討の余地を残している問題であることが分かった。 
しかし、散布図における 7 前置詞の座標を確認してみると、en が {con, de, por} と{desde, 
para, sobre} の中間に位置していることが分かる。デンドログラムでは、en が早い段階で後
者のクラスターに組み入れられているが、これは para の孤立が関与しているものであり、




関しても、それぞれ以下の尺度を想定できる。統語的尺度に関して、con, de, en, por は、関
係代名詞と共起する際に定冠詞の付与が任意となる性質を共有している12。たとえば、以下
の (8) では、下線部が a la que (to the which) ではなく a que (to which) となって、定冠詞単
数女性形 la が省略されている。 
 
(8) Esta es la persona a que me refería antes. 
Est-a    es             la          persona  a   que   me      refería          antes. 
this-F.SG  COP.3SG.IND.PRES  ART.DEF.F.SG   person   to  REL   REFL.1SG  refer-1SG.IND.IPFV  before 
   ‘this is the person that I referred to before’ 
 
 また、形態レベルでは、単音節性が共通の性質として挙げられる。3.1. において para の










数・定性について、Fernández Ramírez (1986) および Bosque (1996) が用いた空間指示機能
の強弱が、分類の指標として適当であるかを、クラスター分析を通して考察した。その結
果、7 つの前置詞 con, de, desde, en, para, por, sobre は {con, de, por} {desde, en, para, sobre}
の 2 群に分類された。これにより、Bosque (1996) が後続名詞句に数・定性を求めにくい前
置詞として挙げる con, de, en, por の分布の不一致が確認され、分類基準としての空間指示
性の不透明性が明らかになった。これに伴い、本稿では、先行研究がとった意味的分類を
補いうる形態・統語的分類基準の想定も試みた。今後の研究では、前置詞句の数・定性を、
形態・統語・意味の 3 つの視座から分析し、複合的な体系記述を行っていきたい。 














-       inflexion 
=      clitic boundary 
1      first person 
3      third person 
ACC    accusative  
ART    article 
COP    copula 
DEF    definite 
DEM    demonstrative 
F      feminine 
IND    indicative 
INDEF   indefinite 
INF     infinitive 
IPFV    imperfective 
M      masculine 
NEG    negative 
PL     plural 
POSS   possessive 
PRES   present 
PST     past 
REFL   reflexive 
REL    relative 
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